
年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 HR 31 ～ HR 36

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

定期考査
○ ○ 1

千早

定期考査
○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○定期考査 ○

14○○○

【知識・技能】
　・言葉には想像や心情を豊かにする働きがある
ことを理解している。
【思考・判断・表現】
・設定した題材に関連する複数の作品などを基
に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・〔知識･技能の評価規準〕+〔思考･判断･表現の
評価規準〕+「粘り強い取り組みを行う中で、自
らの学習を調整しようとしている」。

1 「籠おばさん」の出現から別れま
で、「わたし」はどう変化していった
か、まとめる。
2 「籠おばさん」の話し方には、どの
ような特徴があるか、考える。
3　雑貨屋での再会が、「籠おばさ
ん」と話す最後の機会だとわかってい
たのはなぜか、考える。

「月火水木金土日」
【知識及び技能】
言葉の特徴や使い方
ア　言葉には想像や心情を豊かにする
働きがあることを理解すること。
　
【思考力、判断力、表現力等】
読む
キ　設定した題材に関連する複数の作
品などを基に、自分のものの見方、感
じ方、考え方を深めること。

「源氏物語─北山の垣間見」
【知識及び技能】
言葉の特徴や使い方
ア　言葉には想像や心情を豊かにする
働きがあることを理解すること。
　
【思考力、判断力、表現力等】
読む
キ　設定した題材に関連する複数の作
品などを基に、自分のものの見方、感
じ方、考え方を深めること。

1　作中に登場する人物相互の関係
を、光君（光源氏）を中心とした人物
相関図に表す。
2　少女（若紫）はどのような人物と
して描かれているか、容姿や行動の叙
述をもとにして説明する。
3 「女房」や「尼君」は、この時の暮
らしに対して、どのような思いをもっ
ているか、考えてまとめる。

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯に
わたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言
語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して
他者や社会に関わろうとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

国語 文学国語
国語 文学国語 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身
に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を
深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすと
ともに，創造的に考える力を養い，他者との関わり
の中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

三省堂　新文学国語

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

文学国語

【 知　識　及　び　技　能 】

【知識・技能】
　・言葉には想像や心情を豊かにする働きがある
ことを理解している。
【思考・判断・表現】
・設定した題材に関連する複数の作品などを基
に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・〔知識･技能の評価規準〕+〔思考･判断･表現の
評価規準〕+「粘り強い取り組みを行う中で、自
らの学習を調整しようとしている」。

14○○○

A 「鞄」
【知識及び技能】
言葉の特徴や使い方
ウ　文学的な文章やそれに関する文章
の種類や特徴などについて理解を深め
ること
【思考力、判断力、表現力等】
読む
キ　設定した題材に関連する複数の作
品などを基に、自分のものの見方、感
じ方、考え方を深めること。

1 「一種の消去法と言いますか、けっ
きょくここしかないことがわかったわ
けです。」（297上・2）とはどういう
ことか、考える。
2 「鞄」に対する「私」の見方は、ど
のように変化していったか、物語の進
行にそって整理する。
3 鞄の重さが、ぼくの行き先を決めて
しまうのです。」（297上・15）と、
「選ぶ道がなければ、迷うこともな
い。私は嫌になるほど自由だった。」
（299下・12）という表現を手がかり
にして、「鞄」とはどのようなことを
示唆しているのか、考える。

【知識・技能】
　・文学的な文章やそれに関する文章の種類や特
徴などについて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・設定した題材に関連する複数の作品などを基
に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・〔知識･技能の評価規準〕+〔思考･判断･表現の
評価規準〕+「粘り強い取り組みを行う中で、自
らの学習を調整しようとしている」。 ○ ○ ○ 14



２
学
期

 「竹取物語─かぐや姫の昇天」
【知識及び技能】
言葉の特徴や使い方
ウ　文学的な文章やそれに関する文章
の種類や特徴などについて理解を深め
ること
【思考力、判断力、表現力等】
読む
キ　設定した題材に関連する複数の作
品などを基に、自分のものの見方、感
じ方、考え方を深めること。

定期考査
○ ○ 1

1 「一種の消去法と言いますか、けっ
きょくここしかないことがわかったわ
けです。」（297上・2）とはどういう
ことか、考える。
2 「鞄」に対する「私」の見方は、ど
のように変化していったか、物語の進
行にそって整理する。
3 鞄の重さが、ぼくの行き先を決めて
しまうのです。」（297上・15）と、
「選ぶ道がなければ、迷うこともな
い。私は嫌になるほど自由だった。」
（299下・12）という表現を手がかり
にして、「鞄」とはどのようなことを
示唆しているのか、考える。

○ ○ ○ 10

1 「王子さま」はどのような人物とし
て描かれているか、考える。
2 「この世でたったひとりの人にな
る」（375上・7）という言葉と関連づ
けて捉えると、「仲よくなる」（374
下・16）というのは、どういうことを
示唆しているか、考える。
3 「かんじんなことは、目には見えな
い」（379上・4）という言葉は、何を
伝えようとしているか、また、人間の
世界をどのように見ていると考えられ
るか、考えをまとめる。

○ ○ ○ 6

３
学
期

卒業考査
○ ○ 1

合計

78

【知識・技能】
　・文学的な文章やそれに関する文章の種類や特
徴などについて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・設定した題材に関連する複数の作品などを基
に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・〔知識･技能の評価規準〕+〔思考･判断･表現の
評価規準〕+「粘り強い取り組みを行う中で、自
らの学習を調整しようとしている」。

 「藤野先生」
【知識及び技能】
　イ　人間、社会、自然などに対する
ものの見方、感じ方、考え方を豊かに
する読書の意義と効用について理解を
深めること。
【思考力、判断力、表現力等】
オ　作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉えるとともに、作品
が成立した背景や他の作品などとの関
係を踏まえ、作品の解釈を深めるこ
と。
カ　作品の内容や解釈を踏まえ、人
間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を深めること。
キ　設定した題材に関連する複数の作
品などを基に、自分のものの見方、感
じ方、考え方を深めること。

1 「私」が来日したばかりの頃の生活
や考え方について、簡潔にまとめる。
2 「この時この場所で私の考えは変
わった」（384下・8）とあるが、「こ
の時」と「この場所」についてまとめ
る。そのうえで、「私の考え」の変化
を説明する。
3 「今でもよく彼のことを思い出す」
（385上・13）という「私」にとっ
て、「彼」はどのような人物として記
憶されているか。「私」の人物像を踏
まえて考える。

【知識・技能】
　・文学的な文章を読むことを通して、我が国の
言語文化の特質について理解を深めている。
・人間、社会、自然などに対するものの見方、感
じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用につ
いて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・作品に表れているものの見方、感じ方、考え方
を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作
品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めてい
る。
・作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然
などに対するものの見方、感じ方、考え方を深め
ている。
・設定した題材に関連する複数の作品などを基
に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】

15○○○

「星の王子さま」
【知識及び技能】
言葉の特徴や使い方
ウ　文学的な文章やそれに関する文章
の種類や特徴などについて理解を深め
ること
【思考力、判断力、表現力等】
読む
キ　設定した題材に関連する複数の作
品などを基に、自分のものの見方、感
じ方、考え方を深めること。


